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‭目地の必要性と設計の考え方‬
‭株式会社ＹＢＫ工業‬

‭開発部‬

‭歩道や広場に対し当社製品を施工する場合、せり上がりやひび割れを軽減するために目地の施工が必要とな‬
‭ります。一方、防草目的の場合やせり上がり、ひび割れが問題にならない施工場所の場合は目地の施工は必‬
‭要ありません。‬

‭【せり上がりやひび割れを防ぐ必要がない場所での施工】‬
‭　目地は必要ありません。‬

‭【歩道など細長い場所の施工】‬
‭幅が2m以内の場合‬‭：５m間隔で目地を設置してください。‬

‭幅が2m以上の場合‬‭：目地割区画が10㎡以下で、区画形状が長方形になるように目地を設置してください。‬
‭※正方形になるとひび割れ方向の予想が付かず、縦横無尽‬

‭にひびが入ってしまうと補修が困難となります。‬
‭※例えば、歩道の幅が4mの場合、長手方向に約2.5mごと‬

‭に目地を入れてください。‬

‭【広場のような場所での施工】‬
‭目地割区画が10㎡以下で、区画形状が長方形になるように格子状もしくは任意のパターンで目地を設置し‬
‭てください。※例えば、幅2ｍ×長さ5mで格子状。‬

‭【歩道に曲がり角や構造物、広場に切り欠き部や構造物がある場合】‬
‭　曲がり角や切り欠き部の頂点から他辺へ、構造物から他辺へ目地を入れてください。‬

‭　‬


